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本が売れぬのは図書館のせい？　新刊貸し出し「待った」
　公立図書館の貸し出しにより本が売れなくなっているとして、大手出版社や作家ら
が、発売から一定期間、新刊本の貸し出しをやめるよう求める動きがある。背景には、
深刻化する出版不況に、図書館の増加、サービス拡充もある。本を売る者と貸す者、相
反する利害のはざまで、出版文化のあり方が問われている。
　「増刷できたはずのものができなくなり、出版社が非常に苦労している」。１０月半
ば、東京都内で開かれた全国図書館大会の「出版と図書館」分科会。図書館関係者が多
くを占める会場で、新潮社の佐藤隆信社長が、売れるべき本が売れない要因の一つは図
書館の貸し出しにある、と口火を切った。
　佐藤社長は、ある人気作家の過去作品を例に、全国の図書館が発売から数カ月で貸し
出した延べ冊数の数万部のうち、少しでも売れていれば増刷できていた計算になると説
明。司会役の調布市立図書館（東京都）の小池信彦館長が「それは微妙な問題で……」
と言葉を濁す場面もあった。
　新潮社を旗振り役に大手書店やエンターテインメント系作家らが、著者と版元の合意
がある新刊について「貸し出しの１年猶予」を求める文書を、１１月にも図書館側に送
る予定だ。


